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f : R → R, g : R → R は周期 2π の周期関数で

f(x) =
1

10
sin 2x+ |x| (−π ≤ x < π), g(x) =

1

5
cos 2x+


1 (0 < x < π)

0 (x = −π, 0)

−1 (−π < x < 0)

を満たすとき、以下の問に答えよ。

(1) f と g の Fourier級数を求め、各級数の収束について説明せよ。

(2) コンピューターを用いて、f のグラフ、f の部分和のグラフ、g のグラフ、g の部分和の
グラフを描け (部分和を何項取るかは、いくつか試してから自分で決めること。グラフを
描くためのプログラムやコマンドも記すこと)。

(3) h : R → C は周期 2π で、h(x) = |x| (−π ≤ x < π) とする。この h について Parseval の
等式

π

(
|a0|2

2
+

∞∑
n=1

(
|an|2 + |bn|2

))
=

∫ π

−π

|h(x)|2 dx

の両辺を計算せよ (an, bn は h の Fourier係数である)。


